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W　生態学的環境保全林の創造

　　Creation　of　enviroRmental　protection　forests　based　on

　　ecological　methods

1．　自然やみど。りを中心としたまちづくりの基本理念　　Basic　ideas　for撒e

　　green　plans

　北谷町は，将来にわたって人間の健全な生活環境を保証する自然やみどりに囲まれた一まちづく

りのために，従来の造園的手法によるせつな的な緑化から脱却した，植生生態学的理論に基づく，

より長期的視野に立った科学的手法による環境保全林創造のための施策を行なっている。植生生

態学的にうらづけられた環境保全林は，住民と外部環魔との間にあって防風，防潮，防音，集塵，

空気浄化などみどりのフィルターあるいは，緩衝緑地帯として機能するだけでなく，視覚遮断，

風致効果など心理的効果も期待できる。このような多様な生態的機能を有し，かつ将来にわたっ

て持続する環境保全林を創造するためには，植生生態学的知晃に基づく総合的な立地診断が必要

である（MiyaWaki　1982）。

　その土地の自然環境，立地に即した植生，すなわち自然植生は，生態的に最も安定した持続群

落である。一般に立地診断に用いられる植生自然度は1～X段階に区分されるが，そのうち自然

植生は自然度IX～Xに評価される。自然度Xには，自然性の草本植生が，また自然度渓には自然

性の森林植生が位置している。北谷町では，現存植生調査によって，自然度】X～Xの生態学的に

重要な植物群落の分布が明らかにされている（Fig．62）。

　戦中，戦後の自然破壊から残存，復発してきたこれらの自然植生の分布域は，現在でもなお，

たびかさなる軍用地内での基地建設，住宅開発に伴う土地造成により，ますますせぽめられてい

る。このため残り少なくなったこれらの生態学的に重要な自然植生は，今後極力保護保全しなけ

ればならない。

　また自然植生は，単に保護保全の対象としてぽかりでなく，持続的な環境保全林創造のための

生きた教材，手本として重要な資源でもある。このように自然植生は，新しいみどりのまちづく

りの資源として，積極的に活用する必要がある。

　現存植生調査にひきつづいっ行われた潜在自然植生調査は，その土地が支え得る最も安定した

自然植生はなにかを，植生を指標として判定する，科学的な立地評価方法である。潜在自然植生

調査に基づいて創造された環境保全林は，自然植生と同様に，多様な生態学的機能を有しており，

確実に人聞の健全な生活環境を保証する。
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　　　　　　　　　　Fig．62．北谷町における生態学的に重要な植物群落位置図。

　　　　　　　　　Locatlon　of　eco】ogically　ilnportant　plant　communities　in　Chatan・cho．

！～3：砂辺海岸（海抜altltude＝1～3m）Sunabe　Beach

　ソナレシバ群落

5♪・1・・β・Z～’5癬9～ノ～’α’5C・mm．

　ハマアズキーグンバイヒルガオ群集

　Vlgno－lpomoetmpes－caprae
キダチハマグルマ群集

　VIZede玉ietuln　b量‘董orae

　イソフサギ群集

　Philoxereωm　wrightii
　ソナレシバーコウライシバ群集

　Hedyoti－Zoysietunl　tenu三fol三ae

　リュウキュウイノモトソウーホウライシダ群落

P’61・～∫1ツ・．・蜘梛’∫一A4ガα伽〃’αψμZ～45一η6〃8’廊。・mm．

　モンパノキークサトベラ群集

Messerschmidio－Scaevoietum　taccadae
アダン群集

　PandanetUln　tectorii

4：砂辺御嶽（海抜altitude＝30m）Utaki　in　Sunabe

　オオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集

　Maccarango－Bischoffietum，subass．withDiospyros　maritima
5～10：下・上勢頭，嘉手納基地（海抜altitude＝40～80m）Shimoseido　and　Kamiseido，　Camp　Klatena



　オオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集

　Maccara嚴go－Bischoffietum，subass．withDiospyros　maritima
11＝伊平，キャンプ桑江（海抜altltude：25m）Camp　Kuwae，．lhei

　加賀バギーアカギ群集，ジュウキュウガキ亜群集

　Maccarango－Bischoffietum，subass．withDiospyros　marltima
12：浜川御嶽（海抜altltude：40m）Utaki　in　Hamakawa

　ガジュマルークμヨナ群集

　Fico　mlcrocarpae－Pongamie亡um　pinnatae
13：桑江公園（海抜alt1tude：60m）Kuwae　Park

　オオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集

　Maccarango．Bischoffietuln，subass，witl｝Diospyros　maritilna

！4～！5：吉原，一町（海抜altitude：80～100m）Yoshlhara，　Momohara

　オオバギーア川蝉群集，クロキ亜群集

　MaccarangoBischoffietum，subass．wi亡1｝Symplocos　lucida
16～17＝第き江海岸　（海抜　ait琵Lldc：0～21n）　Kuwae　Beach

　ヨシ群落

　昂ノ「α9〃亙’6∫ακ詳1・α〃∫comln．

　サワスズメノヒエ群落

　Rz宴）α々θπ盟¢9カ～ζZ’～‘〃’comm．

　ソナレシバ群落

　彫・ノ‘0ゐ・Z～6∫吻9∫ノ～∫c螂comm．

　麻縄ウシオツメクサ群落

　5ρ01召噛～’Zα’ゾαゐ・ぐご0〃8ピ。・1nm．

　コウボウシバ群落

　Cα1層ε露♪κノ〃．∫Zαcomm．

　ハマアズキーグンバイヒルガオ群集

　Vigno－lpomoetum　pes－caprae
　クロイワザサーハマゴウ群集

　Thuarelo．Viticetum　rotundifohae
　イボタクサギ群落

　Cl18／80砒〃爵層。πfノ～げ1’〃～6　comn｝．

　ミツノミハマゴウ群落

　τ々嬬”かわ々αCOInm．

18～19：吉原，新lli上流（海抜altitu（1e！00～nOln）Ugulsudani，　Yoshihara

　オオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集

　Maccarongo－Blschoff三e亡um，subass．w三亡h　Diospyros　mar疑ima

20～22：玉上（海抜a】t三tude：50～100m）Tamagaml

　オオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集

　Maccarango－BischoHietum，subass．wlthDiospyros　Inaritima
23～24：北谷城跡（海抜altitude：10～44m）Chatan－Gusuku

　オオバギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集

　Maccarango－Bischoffletum，subass．withDiospyros　maritima
25：北谷長老廟（海抜altitude：10～15m）Chatan－Choro　Tempel

　ガジュマルークロヨナ群集
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　Fico　lnicrocarpae－PongaIn三etum　plnIlatae
26～27＝キャンプ瑞慶覧（海抜altitu（ie：8～40m）Camp　Zukeran

　オオ・ミギーアカギ群集，リュウキュウガキ亜群集

　Maccarango，Bischoffietum，sub段ss．withDlospyros　I｝｝aritima

2．具体的な緑化植栽計画のための基本事項

　　Basic　pla蕪s繋or　the　creation　of　e孤vironmental　protection　forests

　北谷町および周辺地域の植物社会学的現存および潜在自然楠生調査の結果，生態学的環境保全

林創造のための基本事項が以下に示された（Fig．63）。

　1）植栽適性樹種の選定　Selection　of　appropr玉ate　species

　自然植生はその土地の気候，土壌など多様な自然環境の総和として，最も適応した生物社会を

形成している。したがって植生生態学的手法による環境保全林の創造にあたっては，多様な自然

環境に態応した持続的な生存能力を有する自然植生か，自然環境と植生の比較によって科学的に

導びかれる潜在自然植生の構成種の中から選定されなけれぽならない。すなわち地域の植物社会

学的植生調査によって導びかれる地域固有の自然環境に調和した潜在自然植生の創造をめざした

環境保全林の形成こそ，多様で恒久的な郷土の森の復元，みどり豊かな生活環境形成を可能にす

る（Miyawaki！982）。

　北谷町全域における潜在自然植生調査の結果，lll∫内各地域の潜在自然植生が明らかにされた。

また各潜在自然植生域における植生系列が示された（Fig．55～61）。

　潜在自然植生調査の結果，北谷町内の潜在自然植生域は，沿岸隆起サンゴ礁上のガジュマルー

クロヨナ群集（準ガジュマルークロヨナ群集域を含む）域，石灰岩，泥灰岩を基盤とする台地上

のオオ・ミギーアカギ群集，リュウキュウガキ鈍群集域　リュウキュウガキ亜群集と問質の土壌で

あるが人為的な土地造成を受けた地域のオオバギーアカギ轡集，典型亜群集（準オオバギーアカ

ギ群集域を含む）域，表層土壌が非石灰岩質の赤土土壌で覆われた地域のオオバギーアカギ群集，

クロキ亜群集域，地下水位の高い淋積低地，海岸埋立地のクロミノオキナワスズメウリーオオハ

マボウ群集域，海岸線にみられる隆起サンゴ浮上のモソバノキークサトベラ群集域，砂浜海岸の

クロイワザサーハマゴウ群集域，そして潮間帯乱淫湿地のメヒルギーオヒルギ群落域の，あわせ

て8つに区分された。これらの潜在自然簸生域のうち，町内の緑化植栽計爾に関かわる主要な自

然および潜在自然植生としてのガジュマルークロヨナ群集，クロミノオキナワスズメウリーオオ

ハマゴウ群集，モンパノキークサトベラ群集，アダン群集などは，一括してオオハマボウーアダ

ソクラスにまとめられる。また財田’バギーアカギ群集は，リュウキュウガキークスノハガシワオ

ーダー域に属する自然植生である。

　海岸，沿岸沖積低地を中心として分布するガジュマルークロヨナ群集，クロミノオキナワスズ
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Fig．64．オオバギーアカギ群集域の主要な高木層形成種であるボルトノキの実生。

　　左！α60α〃ψ～f5媛yんd5ケ～5　var．〃ψ’～‘マ’∫is　one　of　the　taller・grow三ng　trce　spcc三es　in

　　thevegeta亡ionregionoftheMacarango・Bischoffie直u叉n．

メウリーオオハマボウ群集，モンパノキークサトベラ群集，アダン群集をまとめたオナハマボウ

ーアダンクラス域も台地，丘陵部に生育するオオパギーアカギ群集を含むリュウキュウガキーク

スノハガシワオーダー域の各自然簸生を構成する高木層，藤木層，草本層の主要な植物がTable

36に示された。またこれらの椋物は，将来環境保全林創造のための重要な樹種として選定すべき

ものである。すなわち，オオハマボウーアダンクラス域の中のモンパノキークサトベラ群集，ア

ダン群集の構成種は，とくに潮風の影響が強い海岸斜面の植栽種として適している。またガジュ

マルークロヨナ群集，クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集，そしてリュウキュウガ

キークスノハガシワオーダー域に属するオオバギーア開国群集の構成種は，内側部の浅薄適性樹

種と考えられる（Table　36）。

　2）植栽立地の構築　　Site　prepam毛ion

　すべての環境保全林の創造にあたっては，環境保全林の持続的な生存環境を保証する土壌造り

が重要である。とくに海岸埋立地に搬入される造成土は，一般に水はけの悪い貧養な土壌が多い。

また海岸埋立地では地下水位が高く，塩分を含んだ地下水による植物の生育障害の轟轟ともなる。

また土壌の排水対策とともに潜在自然植生に対応した環境保全林創造のための前提条件として，

埋立地などの不良土壌地では有機土壌である表層土の還元が必要である。この場合，土壌の水は
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Table　36．各植生域の自然および潜在自然一生と主要な群落構成種

The　main　species　of　the　natura｝or　potentlal　natural　vegetation　in　various　vegetation　regions
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　　　Fig．65．海岸埋立地は地下水位が高いためじか植されたフクギは根腐れを起し枯

　　　　　　　死している（宮城）。

　　　　　Reclaimed　lan（l　gcnera】ly　represents　rathcr　severe　environmental　conditions　for

　　　　　planting，　due　to　high　groun｛lwater　level　and　poor　soil　dralnage（Miyagi）．

けを良好にし，地下水の影響をなくすといった植栽立地の改良効果のある，盛土によるマウンド

の構築を行なうのが最良の方策である。構築したマウンドの上面に厚さ30～50cm程度の表層土

を客土するのが最も効果的である（Fig。66）。マウンドの下層土（心土）は，植物の生育に影響

を及ぼさない岩礫などの含まれた造成残土でもよい。しかし表層土は有’機物に富んだ良質な土壌

でなければならない。必要な場合，各種土壌改良剤を混入した人工的な表層土を客土するのもよ
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Fig．66．マウンドの構築。
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雌1読二1，．．，

　ヘロヒけ　マロド　

　　＼琳：・ヒ
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Schematic　cross－section　of　a　mound　for　an　anv三ronmental　protection　forest．

　　　Fig．67．境界環境保全林創造のために，生態学的手法に基づいたマウンド構築が

　　　　　　　行おれた（窟城）。

　　　　　Environmental　protection　forests　are　able　to　llve　and　grow　successfully　on

　　　　　mounds，　based　on　ecological　planting　Inethods　（Miyagi）．

い（宮城区の場合，下層土に琉球石灰岩層の土壌が，表層土には赤色土；国頭マージを6，砂土

ニービを3，そして泥灰質土；ジャーガルを1の割合で混合し，さらに土に土壌改良材を加えた

人工表層土が使用された。Fig，89参照）。
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　マウンドの構築は平坦で狭い場合での緑地面積の拡大を可能にするだけでなく，将来にわたっ

て環境調節機能や修景・風致効果を増大させるなどの効用がある。マウンドの形状は，斜面仰角

が20～40度程度の自然勾配に盛土するのがよい。またマウンドの斜面が40度前後の急勾配の場合

には，ソダを用いて土壌の崩れを防ぐ必要がある。潮風の影響の強く作用する海岸埋立地では風

向側（海側）の幅をせぽめた片流れ式のマウンドを構築する。その際，海獺に潮風に強い低木類

を多く密植したり，防潮ネットを構築して苗木の初期生長を保護するのもよい（宮城の場合，幅

10m，高さ2m，長さ300mのマウンドが構築された。またマウンドの形状は海側：陸圏罵4二

6の片流れ式で，勾配は40～45度になっている。海側斜面には，防風ネットが構築された）。

　3）基本的植栽計画　　8as量。　p韮an盃Rg　for　pla丑ting

　環境保全林形成のための植栽方法には，成木植栽とポット苗などによる苗木植栽がある。成木

植栽は従来の造園的修景植栽に用いられる方法で，植栽後すぐに修景効果が必要な場合に都合が

よい。とくに短期閥に，みた目によい緑地を形成する必要がある時に行われる。しかし成木植栽

では，大きな成木を移植植栽する際に，根系を痛めたり，場合によっては樹勢の衰え，活着不良

などにより枯死させる危険性が高い。また成木植栽では初期の生長は1噺寺できず，長期闘，経費

のかかる維持管理が必要となるなどの難点がある。

　一力生態学的にうらづけされた苗木（主としてポット苗）植栽は，大面積の緑地帯の緑化輝輝

Fig．68．細根が良く発達しているポット苗。

Apotted　young　Plantjts　r・・ts　well　develope（L
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方法として効果的である。また苗木植栽では植栽初期の1～2年間は施肥などの一時的管理育成

を必要とし，外観的な修景の点でも成木植栽に比較して見劣りするが，植栽後3年目以降では，

ほとんど人為的維持管理は不要である。また植栽後2～3年目からは，苗木の急速な生長に伴な

って生態学的緑地効果の増大や，修景的にもその土地の風土に適した，すぐれた植生景観を形成

するようになるなどの多くの長所をもっている。このため最近では，植生学的知見に基づいた幼

苗の密植による苗木植栽が各地で行われるようになってきた。

　ここでいうポット苗とは，ビニールポット仕様の苗で，移植暁に根の切断を行なわないため活

着率がきわめて高い。良質のポット苗を選ぶには，まず鉢（ビニールポット）の内部で良く細根

が発達し，鉢土と細根が良くからんでいるものを選ぶ（Fig．68）。地上部は幹が太く，健全な樹

形の苗が最良である。逆に幹，枝等の徒長がはげしく，三間が長い苗などは好しくない。

　4）　苗木（ポット苗）植栽の方法

　　　Plan糠ng　methodo蓋ogy，　based　on　phyもosociological　sもudies

　植生学的知見に基づく具体的な苗木（ポット苗）植栽の基本的手順を下記に示した。

　　（1）　酉己イ徳プ5法

　将来森林の高木層を形成する能力をもった潜在自然植生の構成種の苗木は，可能なだけ密植す

る。また苗木の種類は，潜在自然植生を構成する植物種の中からできるだけ多数の適性樹種を選

定し，これらをランダムあるいは干鳥状の配置になるように混絶するのがよい（Fig・69）。

　マント群落は森林内への日光，風の進入を防御し，森林の安定生長を助けるといった生態的機

能をもっている。このことからも将来森林の高木層を形成する植栽樹種の周囲には，将来自然の

生壇となるマント群落構成種である低木類（造園用の花木類を含む）を帯状に植栽するのが望ま

しい（Fig。70）。

　ボ・ソ　ト　「｝1「f

PQtted　y（》ung　plants

○

○

○

○

○

○

○
　ラ．ダム瞭直　1　　　　　　干鳥瀟己季直
Planting　at　random　　　　　　　　　　　　　　　　　Planting　diagonally

（善本粗圧問の競で｝と共存、種類の多種性を図るため、列植を行なわず、ランダム配植、千島状酉己植の組合・わせによって配植する。）

　　　　　Fig．69．配植方法（平面図）

　　　　　Plant玉ng　designs　（ground　plan）
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将来形成される．樹冠

Prospecヒive　crown
potential

将来の群落高（H＝7～8m）

P：噛ospective　vegetation
height　potenti蹴1

　　黛
　　（

さ諦
盛　：．．ヒ

Mound

ポット1？r

Potted　young
plants

　　　　　　1　　　　　　　馳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　iマ蘇欝i高本●縢森群落

　　　　　　i，、。。bs　i。。rest

　　　　　　I　　　　　　　　l
　　　　　　I　　　　　　　　　匡

　　　　　Fig．70．マント群落の利用。

Asample　planting　of　a　shrub　communlty　on　forest　edges．

／畠轟ng　pl。。、、

　　　　　　　叉＿隷膨

　　Fig．71．マウンド上の敷わらによるマルチング。

　　　　　　　Amound　covered　with　straw．
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Fig・72・植栽されたマウンド面には敷ワラによるマルチングが行われた（砂辺）。

The　surface　of　the　mound，　planted　with　young　plallts，　is　covered　with　straw（Sunabe）．

　　覆土
Covering　so三1

　木杭・鉄パイプ

Woody　stake　and
　steel　pipe

　　ポット苗

！　Potted　young
　　plants

’齢

モ：匿／

鞄

パーク堆1氾などを

含む客土

Fertili2ed　soil

急傾斜の盛．ヒ薗では、

そだ垣により土砂の流出

を防く’幽

Erosion　controI

樵
幽翠訟ゴ」

編棚（そだ、竹林）

Bamboo　reinforclng

Fig．73，急傾斜地における植栽方法。

Asample　of　planting　on　a　steep　slope．

　　（3）マルチングによる萬の保護

　若い苗木は初期の1～2年間は弱体であることから，土壌表層の水分蒸散，乾燥の軽減，雑草

などの侵入防止の意味から敷ワラによるマルチングを行うのが望ましい。敷ワラは後日腐朽分解

して苗木の肥料となるが，分解時に土壌中の窒素分が減少することがあるので，この時期には，

追肥を行う必要がある（Fig．71，72）。
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Fig．74、海からの強い潮風の予想されるマウンド斜面には，防風および防潮のた

　　　　めのネットが構築された（砂辺）。

　Nets　used　as　a　windbreak　and　as　protection　against　saltwater　spray（Sunabe）．

　　幣躯㌦・舖　　轡
　　　　　　　　　　　囁・四脚・i　ぜひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　幾轟蝉

諜謬冨

熱簿熱・

i響

　　　　　窓錨熱／．ド
譜誠番　　　　．．．．一識一一細乳
　　　餐羅
　　　　　　　鹸麺憶

轟轟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟　総籔

Fig．75．町民の生活の場となる住宅地域には，将来にわたって人間の健全な生存

　　　　環境を保証する環境保全林を形成するのが望ましい（吉原）。

　　1nhabitants　look　forward　to　the　creation　of　envlronmental　protection　forests

　　that　guarantee　healthy　llving　in　the　future（Yoshihara）．
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　　　　　　　　　　　　　　　下□　鮮デ、

　　　　　　　　　　　　　Fig．77．公民館周辺の緑化の一例。

　　　　　　　　　　　　Asalnple　of　planting　around　a　public　ha11．

　　（4）急傾斜地における三門

　マウンドや斜面などに盛土した表層土が崩れる恐れのあるところでは，竹やヤナギ類など植物

性の材料による土留めを構築するのがよい（Fig．73）。

　　⑤　防風ネットの設置

　海岸線に近く，常時潮風の影響を強く受けるところでは，風向側斜面に塩害に強い低木類を密

植したり，防風ネットを構築して，苗木の初期生長を保護する必要がある（Fig．74）。

　5）　具体的植栽計画　　Pla聾ting　arra皿gements

　北谷町では，植生生態学的手法によるみどりのまちづくりの一環としてすでに，往宅建設の予

定されている宮城の海岸埋立造成地（1984年3月に植栽実施）および北谷第2小学校（1984年8

月目植栽実施）において環境保全林の創造が行われている。北谷町ではさらに布街化地域，工場

などの産業立地，街路あるいは道路公園，公民館などの各種公共施設における具体的な緑化植

栽を計画している。

　　（1）住宅，市街化地域の緑化

　現在，もっとも強く緑の復権が望まれているのは町民が生活している住宅，市街化地域である。

そこにみられる線地の，大部分は住民の嗜好を反映して，種々雑多な花木類と芝地を主体とした

庭園となっている。もし住宅地周辺および市街化地域の中にも防音機能，集塵機能あるいは浄化

機能など生態的機能をもった環境保全林を形成しようとする場合，住民の理解と協力を得やすい

方法として，億宅を囲む生垣植栽によるのが最適と考えられる。そこでの緑化は，基本的には潜

在自然植生の主木を中心にしながら小面積であっても，高木層，亜高木層，低木層，草本層の森

林構造を示した環境保全林の創造が前提となる（Fig。76，　Table　37）。

　　（2）公図館など公共施設の緑化

　公罠館など公共施設においては，一般住宅地に比べて緑化の可能な緑地面積は広い。しかしそ

こでは従来の造園的手法による花木類が土木的に植栽されるか，花壇となっている場合が多い。

公共施設は単に利用目的のみの機能ぽかりでなく，周辺住民の憩いの場としての機能も期待され

る。そのためにも公共施設の周辺には，単なる生壇植栽だけではなく，マウンド構築による本格

的環境保全林の創造が望まれる。故郷の森で囲まれた公共施設は，より一層，住民の生活空間に
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窪繋

縛〉

耀

Fig．78．北谷第2小学校の校庭の周囲に植栽された環境保全林（写真上：1984年10

　　　　月，写真下：1985年！0月撮映）。

　　　An　environmental　protection　forest　was　planted　around　a　school　playground

　　　（upper　photograph　taken　October　1984，　lower　photograph　October　1985）．
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Table　37．生壇および街路樹植栽に
　　　　Potted　young　P】ants　and　saplings　apPropriate
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適した植物．種一覧
for　planting　in　hedges　and　along　roadsides
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　　　　　　　　　　　　　Fig．82．公園を囲む環境保全林。

　　　　　　　　　　　Enviro！Mnental　protcct三〇n　forests　around　a　park．

有効な役割をはたすと考えられる（Fig。77，　Table　38）。

　　（3）学校，保育園の緑化

　学校は子供達の教育の場であるとともに，彼らの幼少期の生活の大半を過ごすところでもある。

したがって学校の周辺に環境保全林を形成することは，塵挨，騒音などの環境公害から学校，保

育園を遮へいするだけでなく，生きた緑の教材としての生物教育，自然とのふれ合を通しての情

緒教育など多彩な教育機能，精神的保健効果が期待される。

　北谷町では，すでに学校，保育園の緑化の具体例として，北谷第2小学校においてマウンド植

栽による具体的な環境保全林の形成が行われている（Fig．79～81，　Table　38）。

　　（4）公園の緑化

　公園は，市街化地域の中にあり，そこの住民が最も身近なところで緑の自然の中で安心してく

つろげる憩いの場としての機能するぽかりでなく，レクリェーシ。ン，スポーツ，教育の場とし



！26

Fig．83．生態的機能，効果の少ないモクマオウによる従来の街路樹植栽

　　　　　（キャンプ桑江）。

Aformer　planting　method　along　roadsides．　Thcse　trees（cα5♂‘αノゴ〃‘z84’‘’5θ‘～ノ徽～）

do　not　function　wcll　ecological】y（Caml，　Kuwae）．

ての保健休養機能が期待されている。そこでの緑は確かに季節感，美的感覚の味わえるように工

夫された，造園的手法による花木類，花卉類を中心としたものも必要である。しかしその周辺を

囲む緑は，潜在自然植生を主木とした故郷の森であることが望ましい。すなわち環境保全林で囲

まれることによって公園の保難休養機能効果が増大するだけでなく，地域畏観の重要な緑地とし

て，また故郷のシンボル的役割も十分期待できる（Flg．82，　Table　38）。

　　（5）街路および道路の緑化

　街路樹および道路ぞいの並木ぱ，従来成木を継木的に植栽されてきた（Fig．83）。また，交通

安全上の理由，電線への接触防止の意味から頻繁に勢定される。このため街路樹には，懸けた樹

形のものが多くみられる。しかしこれでは，緑陰としての街路樹の役割がはたせないぽかりか，

防音，集塵といった生態的機能はまったく期待できない。たとえ幅がせまく，小面積であっても，

基本的には潜在自然植生の主木を中心にしながら，それを生垣状シこ囲む，ピラミッド状の森林構

造をもった緑地帯の創造が望まれる。

　街路の緑化植栽方法としては，住宅，市街化地域の緑化と同様に，生垣植栽が適当である（Fig．

84，Table　37）。また住宅地域に接した主要幹線道路ぞいでは，マウンド植栽による境界環境保

全林の形成が望まれる（Fig．85）。
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Fig．85．道路ぞいの緑化の一例。

Asample⊂）f　pianting　along　roadsides．

　　（6）工場用地の縁化

　工場など産業用地は，地域の環境条例，規偶に応じて，各地各様に様々な緑化植栽が行われて

いる。しかしその多くは，多額の管理費を必要とする従来の造園的手法による緑化である。これ

らの造園的手法による植栽では，環境保全林としての生態的機能を充分発揮するには不十分な．

外見だけの緑づくりに終始する危険性が高い。その意味からも，緑のフィルターとしての生態的

機能の十分期待でき，かつ将来にわたってその効果の増大する植生生態学的調査に基づいた，潜

在自然植生構成種による環境保全林の創造を行う必要がある（Fig．86，　Table　38）。

　　（7＞臨海部の緑化

　臨海部や海岸埋立地は，海からの強い潮風に常時さらされている。また埋立地は，自然状態の

土壌と異なり，水はけの悪い劣悪な造成土で覆われることが多く，植物をはじめとする生物の生
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　　　　　　Table　38，北谷町におけるマウンド上の植栽に
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適した植物一覧（臨海部をのぞく）

mounds　in　Chatan－cho（Llttoral　regions　excepted）
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1 そだ短

Woody　hedges　for　erosion　controI

急傾斜の盛4二睡では、そだ垣により

至砂の流出を防ぐ

　　　Fig・86・工場周辺の境界環境保全林形成の一例。

Asample　of　an　environmental　protectlon　forest　around　a　factory

育環境としては，大変きびしい状況下にあるといえる。このような劣悪できびしい環境条件の臨

海部に持続的な環暁保全林を形成するためには，マウンドの構築，防風ネットの敷施，耐塩性樹

種を中心とした植栽など，内陸側の緑化と多少異なる方法が必要である。

　臨海部の緑化の一例として，北谷町宮城で実施されている緑化植栽の例が示された（Fig．87

～89，Table　39）。
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．稽　　　　ン　　ー

。門二

贈

鍵灘、

Fig．87．住宅建設の行なわれている宮城の海岸埋立造成地（写真上：1983年4月，

　　　　写爽下：1985年10月撮映）。

　　Residentia】quarters　at　Miyagi，　on　new】y　reclaimed　land（upper　photograph

　　taken　Apri11983，10wer　photograph　October　1985）．
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Fig．88．マウンド上部で良好な生育を示めしているモンパノキ（手前）とサキシ

　　　　　マハマボウ（後）　（宮城）。

　　ル艶5∫θズ561L〃z∫4ぬα798刀‘顔（front）and　7フLθ51）8∫’α1＞oρμZ〃8α（h三nd）grow　well　on

　　the　top　of　the　mound（Miyagi）．
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　　　　Fig．89．臨海部の環境保全創造のためのマウンド植栽。

Plantlng　arraagment　for　an　environmental　protection　forest　in　littorai　regions，



Table　39． 北谷町の臨海部のマウンド．ヒに櫃栽可能な植物種一覧

Potted　young　plants　and　saplings　appropriate　for　planting　on　mounds　in　llttoral　regions

植栽区Planting
　area

陸 側

Landward

海　　側

Seaward

階　　層

Layer

高木層
　および
亜高木履
Tree玉ayer
　　and
　Subtree
　　layer

低木層
Shrub

　iayer

草本層Herb
layer

亜高木層
Subtree
layer

低木層
Shrub

layer

草本層Herb
layer

　　　　　植　　　　栽　　　　適　　　　性　　　　種

Potted　young　Plants　and　sapiings　apPropriate　for　p】anting
9
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3．　郷土種苗木，種子の生産・供給計画

　　1）roduc亡ion　of　youn9茎）lants　or　seeds，　and　plans　for　acquisi重ion

　その土地の自然環境に対応した固有の郷土の森，多彩な生態学的機能をもった環境保全林を創

造するためには，そこに植栽される主木は潜在自然植生の構成種の中から選定されなけれぽなら

ない。しかしその高木の幼苗や種子がなければ，環暁保全林の創造はおぼつかなくなる。将来に

わたって人間の環境を保証する環境保全林の創造を成功させるためには，種々の郷ニヒ種の幼苗や

種子を必要な時に，必要なだけ生産，供給できるシステムを完成しておく必要がある。以下に郷

土種のうち三十，種子の安定した生産，供給を可能にするための行程が示された（Fig．90）。

　D　幼苗，種子の採取と繁殖　　Harvesもing　and　raising　of　young　p豆aRts　and　seeds

　植物の一部には，栄養繁殖を行なうものもあるが，植物の多くは開花，結実した後，種子散布

する有性繁殖を行なっている。それゆえ多種多様な植物から構成された自然の森林轍生は，植栽

適性植物の幼薄，種子の格好の採取地といえる。植物によって，それぞれの開花，結実，種子散

布の時・期ぱ異なるので，一年を通じて各種の幼苗，種子の採取が可能である。このように自然植

生の多くは郷土種の生産を行なう無限の工場であり，かっ晶晶，種子の貯蔵庫でもある。郷土種

　　　自　然　植　生
　　（幼黄、．種子バンク）

　　Naturai　vegetation
（Bank　of　young　Plants　and　seeds）

↓　　　　採取
　　　Harvesting

　　　　　　　　生育・育成

oroduction　and　raising　of　plants

　　　　　　播種

@　　　　Seeding

@　幼笛の育成栽培

qaising　and　cultivating

　ポット苗、幼蒲の笛圃栽培

@　　　および一時的保存

mursery　cultivating　of　potted

@yGung　Plants　and　saplings

供給

rUPP｝y

　　　　環境保全林、緑地植栽、庭園
Environmental　protection　forests，　plant玉ng　area，　garden

　　　　　Fig．90．郷土種苗木，種子の生産，供給システム。

Scheme　of　steps　in　production　and　supP】y　of　native　young　Plan重s　and　seeds．
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のうち，主要な植栽適性植物について，その開花期，種子の採取時期のめやすともなる結実期を

示した資料がTable　40に示されている。これらの植物の中には挿し木，接ぎ木，取り木（とく

につる植物），株分け（とくに草本植物）などによる繁殖の方が有利なものもみられるが，多量

の苗の栽培，ポット苗の生産を目的とした場合には，実生による方法が一番よい。しかし実生の

うち，野外で採取された欝欝はすでに大きな根系をもっていることが多く，勇定を必要とするこ

とからポット苗には不適当である。これらの幼苗は露地のものとして栽培，管理を行なう必要が

ある。

　一般に実生法とは母樹から種子を採取し，それをまいて苗木を栽培する方法をいう。樹木種子

の多くは！～2年で発芽能力が弱くなることから，成熟した種子を採取したらすぐにまくとりま

き法か，翌春まで風通しのよい冷暗森に貯蔵しておいてからまくかのいずれかの播種法をとる必

要がある。閣老は一般の貯蔵方法では発芽力が低下する種子に，後者は種子が成熟してから一定

期間の体眠を必要とする種について行なう。この場合種子のまきつけば翌春の3～4月で行なう

のがよい（罵成・林！978）。

2）　ポット苗の生産と供給　　Supply　of　potもed　yOURg　plants

譲

叢1
　霧窮

肇鱗
㌔糞

羅懸

　叢。難

山暴
鍵

Fig．9L　北谷町では環境保全林形成のための主要木となるホルトノキをはじめ，

　　　　　多くの郷土種を育成するための苗圃，圃場の建設を行なっている（伊平）。

Potted　young　Plants・f　various　kinds（EJ‘～ω6‘〃ψ～・∫5蜘召∫々おvar．〃纏α‘∫and　s・on）for

the　env三ronlnental　proteαion　forests　are　cultivated　jn　a　nurser＞τin　Chatan－cho　（lhei）・
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　採取された種子は，直ちにまかれるか，翌春まで貯蔵してから圃場の苗木に播種される。発芽

後，適当な大きさのポット（ビニールポット）に移植する。生長の盛んな植物については，適切

な時期に一まわり大きめのポットに移殖する。これらのポット苗の育成は温室，ビニールハウス

等の完備された広い苗圃で行うのが望ましい（Fig．91）。

　充分に育成された幼苗およびポット苗は，環境保全林の形成や緑地植栽にあたって逐次供給さ

れる。この際，郷土種など主要木の幼苗，ポット苗は大量に使用されることが多いので，1～2

年栽培管理された状態の苗を苗圃内に確保しておき，供給不足の起らないように対処する。

　3）　植栽，移植の適期　　The　besもtime　foτplanting　and　transp蓋aR盤ng

　温度，水分条件などの調節の可能な温室やビニールハウス内での種子の播種，幼苗の移植など

は，適時行なうことができるが，野外での植栽，移植の場合は，幼苗が活着しやすい時期を選ぶ

必要がでてくる。一般に冬の寒気と夏の乾燥が植物の生長の大きな制限要因となる。このため植

栽木が容易に根付くためには生長の活発となる前の春期（3～4月）か，気候の安定した秋期

（！0～！1月）に植栽，移植を行うのが望ましい。とくに台風の影響の受けやすい臨海部の植栽は，

台風の襲来以前に，根系部の活着を確実なものにするため前年の秋期に植栽を行うのが良いと考

えられる（Table　40）。なお温室栽培されている幼苗，ポット苗は直射日光，風害等に対して比

較的弱いことから，植栽前に屋外環境に充分ならしておく必要がある。



Table　40．北谷町における植栽適性植物とその花暦（澤紙　1983，一部変更）

　　　　　　　　Approprlate　plants　for　plant｛ng　in　Chatan．cho　and　their　phenological　stages

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：開花期　　　　　　　　　………一…一・：結実期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Flowering　period　　　　　　　　　　　　　Fruiting　period

（modlfled　from　Ta蓑ushi　1983）

月　　Month 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月別平均気温（℃）　Mean　temperature 16．0 16．4 18．0 21．0 23．7 26．1 28．1 27．8 ・27．1 24．3 2L3 工8．1

降　水　量（mm）Precipitatlon　amount 119．6 117．9 143．9 168．1 248．9 292．9 192．6 260．G 166．4 186．2 141．7 1i6，5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9梶@対　湿　度（％）　Relative　humldity 70 73 75 79 83 86 81 82 79 75 72 70

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　季節区分　Season

嵂ｼ　Species　　　　　　　　　　　　　　　一一一
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メ」　　　王＞lonth ．二士■．互「至工ヨ…r旧

サキシマハマボウ　Tんespe5∫αpop曲～eα

サンゴジュ　魏δμ？・π～侃α翫め～面

シマシラキ　E」〔coecα磁αgα〃OCllα

シマトネリコ　Fγ礁珈郡g噸瓶痂f

ショウベンノキ　撫加ηぬオe7ηα’α
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♪j　　　Month

ギイ　マ施cc囲襯餌’9ん読

ギョボクCγα如⑳α∫α此α蝕

クサトベラ　SCα⑳o如seγ∫ceα
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ハマセンナ0γ皿・cαγpz撮。・c1油clz’7～eηs・

ハマヒサカキ　E～！γ脚θ魁鐸8～ηα如

ピサカキEπ7脚ノαpoη．’cα
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ノクマタケラン　躍p∫痂αfη陀γηe漉αオニ

сuソテツ　C鍵如？π珈短ノ認cα醸mゲッ

@トウ　躍Pピη臨specど03αタマ

Vダ　1Vep房o’ep’sα獅∫cπZα～αツワ

uキ　F白ゆ‘8認？ηノαρoη∫c駕ηノ　

Vラ　ン　　Op毎opogo，Lノαδ麗γα，⊇ハマ

Iモト　Cγ∫照ηα5溜∫cπηvar．ノαpoη蜘呪��

和名はアイウエオ順に配列。


